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語文109(2017・12 大阪大学［玉lli/H玉［文学会）

同
じ
文
字
や
表
現
を
反
復
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
を
略
記
す
る
符
号
（
所
謂
、

踊
り
字
）
を
用
い
る
瞥
記
法
は
古
く
か
ら
日
本
に
存
在
し
た
。
沓
写
を
行
う

際
に
踊
り
字
を
使
用
す
る
の
は
、
文
字
や
表
現
を
繰
り
返
す
と
い
う
書
記
行

為
に
お
け
る
労
力
を
少
し
で
も
削
減
す
る
た
め
で
あ
る
。

国
語
文
字
・
表
記
に
お
い
て
は
、
反
復
す
る
文
字
の
種
類
や
字
数
に
よ
っ

て
複
数
の
踊
り
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
き
た
。
標
準
的
に
は
、
仮
名
を
一
字

繰
り
返
す
場
合
に
は
「
、
」
や
「
、
」
、
二
字
以
上
を
繰
り
返
す
場
合
に
は

「
（
」
（
以
下
、
「
く
の
字
点
」
と
呼
ぶ
）
が
使
用
さ
れ
た
。
漢
字
で
は
一

(
l
)
 

字
紐
り
返
す
場
合
に
は
「
々
」
、
二
字
以
上
の
場
合
に
は
早
く
は
文
字
数
分

(2~）
 

の
「
々
」
を
使
用
し
た
が
、
後
に
は
仮
名
か
ら
の
影
靱
を
受
け
て
「
（
」

も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
踊
り
字
は
繰
り
返
す
文
字
列
の
字
数
や
文
字
種
に
よ
っ

て
原
則
と
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
原
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い

一
、
は
じ
め
に

古
代
文
薔
か
ら
近
世
文
沓
を
資
料
と
し
て
1

例
も
存
す
る
。
例
え
ば
、
仮
名
に
「
々
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
や
、
漢
字
に

「
、
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
ま
た
、
本
来
、
仮
名
二
字
以
上

の
繰
り
返
し
を
示
す
た
め
の
踊
り
字
で
あ
っ
た
く
の
字
点
が
、
漢
字
の
複
数

文
字
に
対
し
て
や
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
漢
字
一
字
に
対
し
て
も
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

圏

ー

「

人

（

」

回

2

「

中

（

」

＼

じ

亨

し

杉

、

人`

(3) 

（
親
鷺
消
息
「
た
か
だ
の
入
道
殿
御
返
事
」
）

こ
の
よ
う
な
漢
字
一
字
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
く
の
字
点
は
、
一
種
の
例

外
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
踊
り
字
の
用
法
が
、

ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
巡
用
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
踊
り
字
が
何
を
基
準
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
今
一
度
見
直
す

久

漢
字
一
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
用
法
に
つ
い
て

田

-T 
ノイ

雄
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こ
と
に
繋
が
る
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
踊
り
字
の
例
外
的
な
用
法
の

中
で
も
、
漢
字
一
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
用
法
に
着
目
し
、
こ
の
用
法

が
成
立
し
た
経
緯
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

二
、
先
行
研
究

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
夙
に
吉
澤
義
則
氏
、
橋
本
進
吉
氏
、
遠
藤
嘉
基
氏

ら
が
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
国
語
文
字
・
表
記
に
お
け
る
踊

り
字
を
列
挙
し
な
が
ら
そ
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
く
の
字
点
に
つ

い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
中
田
祝
夫
氏
が
く
の
字
点
の
成
立
を

(
5
)
 

明
ら
か
に
し
た
。
中
田
氏
は
、
も
と
も
と
漢
字
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
万
々

歳
々
」
、
「
万
歳
々
々
」
の
二
形
式
に
倣
っ
て
、
平
仮
名
及
び
片
仮
名
に
も

「
い
、
よ
こ
「
い
よ
、
、
」
の
二
形
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
平
安

時
代
中
期
頃
に
な
る
と
平
仮
名
文
に
見
ら
れ
た
「
い
、
よ
、
」
の
踊
り
字
が

連
綿
に
よ
り
次
第
に
「
／
‘
」
の
よ
う
な
形
に
変
化
し
、
そ
れ
が
更
に
変
化

し
て
上
下
均
整
の
「
（
」
と
い
う
形
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

く
の
字
点
の
成
立
過
程
が
中
田
氏
に
よ
り
示
さ
れ
た
後
、
小
林
芳
規
氏
は

片
仮
名
文
や
訓
点
資
料
の
片
仮
名
に
使
用
さ
れ
た
く
の
字
点
を
調
壺
し
、
そ

の
起
節
位
置
が
時
代
の
椎
移
に
伴
っ
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
く
の
字
点
は
「
い
、
よ
、
」
の
形
式
に
起
源
が
あ
る
た
め
、
そ
の

起
節
位
岡
は
繰
り
返
す
文
字
列
の
二
文
字
目
（
こ
の
場
合
「
よ
」
）
よ
り
上

に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
時
代
の
拙
移
に
伴
っ
て
、
「
い
よ
ヽ
、
」
の
起
節
位
置

に
影
聘
を
受
け
た
こ
と
や
節
先
の
移
動
距
離
を
短
縮
す
る
意
図
が
働
い
た
こ

と
に
よ
り
、
徐
々
に
二
文
字
目
の
下
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。中
川
氏
と
小
林
氏
の
研
究
に
よ
り
、
く
の
字
点
の
成
立
や
起
飛
位
骰
・
形

状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
研
究
の
過
程
で
巡
用
に
関
す
る
幾
許

か
の
言
及
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
仮
名
に

後
接
す
る
く
の
字
点
で
あ
り
、
一
種
の
例
外
で
あ
る
漢
字
に
後
接
す
る
く
の

(
7
)
 

字
点
に
つ
い
て
は
用
例
の
個
別
的
な
言
及
が
為
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
が
現
れ
る
究
料
と
し
て
『
国
語
学
大
辞
典
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八

0
年
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
「
（
」
は
、
古
く
仮
名
文
な
ど
で
「
山
／
＼
」
な
ど
、
漢
字
一

字
の
反
復
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
漢
字
表

記
を
仮
名
二
字
以
上
か
ら
な
る
も
の
と
見
倣
し
て
の
甚
法
と
思
わ
れ
る
。

（
「
煎
点
」
の
項

H
、
執
侑
者
;
畔
岸
明
氏
）

こ
れ
を
承
け
、
本
稿
で
は
漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
調
木
几
の
端
絣
と

し
て
、
仮
名
文
、
そ
の
中
で
も
讃
写
さ
れ
た
年
代
が
明
確
に
特
定
で
き
る
文

紙
101

群
を
調
壺
対
象
と
す
る
。
文
粛
群
は
線
ま
っ
た
分
最
が
あ
り
、
占
か
れ
た

当
時
の
表
記
が
直
接
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
の
調
壺

を
行
う
上
で
適
し
た
賓
料
と
言
え
る
。
な
お
、
平
安
時
代
に
お
け
る
仮
名
文

の
賓
料
と
し
て
は
仮
名
文
学
作
品
も
想
定
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
仮
名
文
学

作
品
は
平
安
時
代
の
原
本
で
は
な
く
湘
写
を
経
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
複
数

の
時
代
の
表
記
の
あ
り
方
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
各
時
代
の
表

記
の
特
徴
を
比
較
し
よ
う
と
す
る
本
稿
の
調
壺
対
象
に
は
適
し
て
い
な
い
。

42 



―
―
-
、
調
査
方
法

三
ー
一
、
調
査
対
象
に
つ
い
て

先
ず
は
漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
が
い
つ
頃
か
ら
見
ら
れ
た
か
を
確
認

す
る
た
め
に
平
安
時
代
の
仮
名
文
粛
の
調
査
を
行
う
。
平
安
時
代
の
仮
名
文

鳴
を
調
壺
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
久
曾
神
昇
『
平
安
時
代
仮
名
魯
状
の

研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）
を
用
い
た
。
な
お
、
『
平
安
時
代
仮
名

沓
状
の
研
究
』
に
は
影
印
が
付
さ
れ
ず
翻
刻
の
み
記
さ
れ
た
文
苫
も
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
影
印
が
掲
載
さ
れ
た
文
翡
の
み
を
対
象
と
す
る
。

『
平
安
時
代
仮
名
粛
状
の
研
究
』
は
主
に
平
安
時
代
後
期
の
仮
名
文
書
を

収
録
し
て
い
る
が
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
仮
名
文
粛
も
収
録
さ
れ
て

お
り
、
平
安
時
代
の
文
書
に
お
け
る
表
記
の
あ
り
方
を
脱
う
に
適
し
た
質
料

と
言
え
る
。
こ
の
内
、
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
消
息
、
泄
頂
阿
闇
梨
宜
旨
官

牒
紙
背
消
息
、
語
仏
替
隊
釈
義
紙
背
消
息
の
三
資
料
は
、
『
平
安
時
代
仮
名

書
状
の
研
究
』
と
久
曾
神
昇
編
『
平
安
仮
名
薔
状
集
』
（
汲
古
古
院
、
一
九

九
二
年
）
の
両
湘
に
璽
複
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
大
き
い
影
印
が
収
録
さ
れ

て
い
る
『
平
安
仮
名
翡
状
媒
』
を
使
用
し
た
。

『
国
語
学
大
辞
典
』
の
「
重
点
」
の
項
目
に
よ
る
と
、
漢
字
に
後
接
す
る

く
の
字
点
は
古
く
は
仮
名
文
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本

稿
で
は
広
く
踊
り
字
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
た
め
に
、
仮
名
文
に
限
ら
ず
調

査
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
『
平
安
時
代
仮
名
習
状
の
研
究
』
に
は
、
収
録
さ

れ
た
仮
名
文
沓
と
同
時
代
の
漢
文
文
書
も
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
仮
名
文
学
作
品
を
調
査
対
象
と
し
て
扱
わ
な
い
。

を
調
壺
対
象
と
す
る
。

ま
た
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
お
け
る
く
の
字
点
の
使
用
実
態
を
調
査
す

る
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
高
野
山
文
書
の
宝
簡
狛
・
統
宝
佃
集
・
又
続
宝
箭

染
（
以
下
、
こ
の
三
賓
科
を
ま
と
め
て
「
宝
簡
仏
」
と
呼
ぶ
）
の
文
書
を
調

(
8
)
 

壺
対
象
と
す
る
。

邸
野
111
文
饗
の
「
宝
飾
集
」
は
、
高
野
山
に
収
め
ら
れ
た
文
悶
を
江
戸
時

代
に
内
容
侮
に
整
理
し
、
巻
子
仕
立
て
に
ま
と
め
直
し
た
惰
料
群
で
あ
る
。

整
理
さ
れ
た
文
掛
は
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
文
閻
を
含
ん
で
お
り
、

寺
院
関
係
の
古
記
録
を
は
じ
め
と
し
て
、
歴
代
天
皇
の
綸
旨
・
院
宜
や
御
教

習
・
下
文
・
朱
印
状
な
ど
様
々
な
様
式
の
文
曹
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

農
民
が
片
仮
名
で
記
し
た
訴
訟
文
因
な
ど
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
輻
広
い
層

の
人
物
が
記
し
た
文
じ
日
を
一
屁
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
宝

簡
集
」
の
文
術
は
鎌
倉
時
代
の
文
紺
が
比
較
的
多
く
、
ま
た
、
梯
々
な
形
式

の
文
仕
口
が
含
ま
れ
な
が
ら
も
内
容
と
し
て
は
寺
社
関
係
の
荘
園
に
瀾
す
る
も

の
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
語
旗
や

文
体
と
い
っ
た
使
用
さ
れ
る
言
語
の
特
徴
に
つ
い
て
の
配
廊
を
要
す
る
が
、

上
記
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
通
時
的
な
表
記
の
実
態
を
窺
う
た
め
の
査
料
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
宝
筒
集
」
に
は
無
年
号
文
書
や
案
文
も
含
ま
れ
る
が
調
査
対
象

か
ら
は
外
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
歯
を
調
究
対
象
か
ら
外
し
て
し
ま
う

と
、
く
の
字
点
が
使
川
さ
れ
た
用
例
数
が
極
端
に
減
少
し
て
し
ま
う
た
め
で

あ
る
。調
究
に
際
し
、
く
の
字
点
だ
け
で
は
な
く
「
々
」
が
使
用
さ
れ
た
例
も
合
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固
3

「
度
々
」

わ
せ
て
調
壺
を
行
っ
た
。
「
々
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
く
の
字
点
が
使
用

さ
れ
る
漢
字
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

=
＿
—
二
、
く
の
字
点
の
認
定
方
法
に
つ
い
て

本
稿
で
は
く
の
字
点
の
調
壺
を
行
う
に
あ
た
り
、
漢
字
に
使
用
さ
れ
る
踊

り
字
と
く
の
字
点
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
区
別
を

行
う
上
で
、
平
安
時
代
中
期
以
前
と
後
期
以
降
に
お
い
て
事
情
が
異
な
る
た

め
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

三
ー
ニ
ー
一
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
場
合

漢
字
に
使
用
さ
れ
る
踊
り
字
は
そ
の
形
状
が
多
様
で
あ
り
「
、
」
の
よ
う

に
翡
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
形
状
の
踊
り
字
が
使
用
さ
れ
た
際
に
上
の

文
字
か
ら
連
綿
す
る
と
一
見
く
の
字
点
の
よ
う
な
形
状
と
な
る
。

（
諸
仏
菩
陸
釈
義
紙
背
消
息
・
漢
文
文
書
（
『
平
安
仮
名
書
状
集
』
こ

15
圏））

こ
れ
は
諸
仏
菩
薩
釈
義
紙
背
消
息
（
以
下
、
「
諸
仏
」
紙
背
消
息
と
呼
ぶ
）

の
漢
文
文
粛
で
踊
り
字
が
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
形
状
は
長
さ
が
短
い
も

の
の
、
く
の
字
点
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
「
語
仏
」
紙
背
消
息
の

仮
名
文
魯
で
使
用
さ
れ
た
踊
り
字
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
起
錐
位
骰
は
繰
り

（
「
諸
仏
」
紙
背
消
息
・
仮
名
消
息
（
『
平
安
仮
名
甚
状
集
』

i10
図））

こ
の
よ
う
に
「
諸
仏
」
紙
背
消
息
に
お
い
て
は
、
淡
文
文
曹
で
は
圏
3
の

よ
う
に
上
の
文
字
か
ら
連
綿
す
る
踊
り
字
が
使
用
さ
れ
る
が
、
繰
り
返
す
文

字
の
終
餓
部
分
よ
り
も
起
鰍
位
骰
が
高
い
位
骰
に
あ
る
踊
り
字
は
確
認
で
き

な
い
。
一
方
、
仮
名
文
書
で
は
園
4
・
圏
5
の
よ
う
に
繰
り
返
す
文
字
の
終

箪
部
分
よ
り
も
起
箪
位
慨
が
高
い
位
骰
に
あ
る
踊
り
字
が
使
用
さ
れ
る
。
な

お
、
平
安
時
代
中
期
以
前
の
他
の
漢
文
文
芯
と
仮
名
文
粛
の
場
合
も
、
「
諸

（
「
諸
仏
」
紙
背
消
息
・
仮
名
消
息
（
『
平
安
仮
名
沓
状
集
』

;
i図）

圏
5

「
返
／
＼
」

該
当
箇
所

1214
「
ょ
＜
／
＼
」

ま
る
。

返
す
文
字
の
終
箪
部
分
よ
り
も
高
い
位
骰
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な

お
、
こ
の
こ
と
は
、
踊
り
字
に
前
接
す
る
文
字
が
漢
字
の
場
合
に
も
当
て
は
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仏
」
紙
背
消
息
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に
お
い

て
は
、
淡
文
文
書
と
仮
名
文
饗
と
で
踊
り
字
の
起
箪
位
骰
が
異
な
る
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
仮
名
文
沓
に
見
ら
れ
る
起
箪
位
樅
の
高
い
踊
り
字
を
く
の
字

点
、
漢
文
文
書
に
見
ら
れ
る
上
の
文
字
か
ら
連
綿
す
る
踊
り
字
を
「
々
」
と

区
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
ー
ニ
ー
ニ
、
平
安
時
代
後
期
以
降
の
場
合

平
安
時
代
中
期
以
前
に
お
い
て
は
、
起
箪
位
個
の
高
低
が
く
の
字
点
の
認

定
の
基
準
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
小
林
氏
の

研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
く
の
字
点
の
起
箪
位
如
い
が
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
次
第
に
下
方
へ
と
移
っ
て
い
く
現
象
で
あ
る
。
本
稿
の
調
究
に
よ
る

と
、
平
安
時
代
後
期
の
仮
名
文
書
に
お
い
て
上
の
文
字
か
ら
連
綿
す
る
踊
り

字
が
確
認
さ
れ
る
。~~·· 

図
6

「
返
(
」

.
^
5
>＼
i

（
文
泉
抄
紙
背
消
息
・
仮
名
文
饗
（
『
平
安
時
代
仮
名
沓
状
の
研
究
』

i195
図））

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
起
箪
位
置
が
下
が
る
と
い
う
小
林
氏
の
研
究
を
踏

ま
え
る
と
、
こ
れ
を
起
節
位
置
の
下
か
っ
た
く
の
字
点
と
認
定
す
る
こ
と
か

出
来
る
。
一
方
で
、
形
の
上
で
は
図
3
の
「
度
々
」
と
同
様
で
あ
り
、
「
々
」

と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
く
の
字
点
の

（
入
江
松
裟
斎
金
泥
怯
蔀
経
施
入
覚
賞
ぶ
枷
宝
簡
集
223

（
佃
真
教
飛
行
三
鈷
記
~
続
宝
節
狛

8
2
8
)

団
7

「又（」コヘ

認
定
に
つ
い
て
は
客
観
的
な
根
拠
が
得
が
た
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
平

安
時
代
後
期
以
降
の
文
澁
に
お
い
て
、
叩
渫
字
か
ら
連
綿
し
て
お
り
、
か
つ
く

の
字
の
よ
う
な
形
状
を
し
た
踊
り
字
は
、
ひ
と
ま
ず
く
の
字
点
の
例
と
見
倣

す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
処
骰
は
、
平
安
時
代
後
期
以
後
の
漢
文
文
糊
に
お
い

て
も
適
用
す
る
。

図
3
の
如
く
「
々
」
が
く
の
字
点
と
類
似
す
る
の
は
辿
綿
の
た
め
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
上
の
文
字
か
ら
連
綿
し
な
い
場
合
は
、
く
の
字
点
と
「
々
」
は

区
別
が
可
能
で
あ
る
。

息
「
能
々
」

i
s
合
5
j
―
-
〗
宍

ま
た
、
平
安
時
代
後
期
以
後
に
お
い
て
も
、
起
竿
位
骰
が
繰
り
返
す
文
字

の
終
箪
部
分
よ
り
も
高
い
佼
骰
に
あ
る
く
の
字
点
が
存
在
す
る
。
図
7
の
よ

う
な
例
と
起
節
位
置
が
高
い
位
＂
皿
に
あ
る
踊
り
字
は
、
平
安
時
代
後
期
以
降

45 



四
ー
＿
‘
平
安
時
代
の
文
書
の
場
合

く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
始
め
る
の
は
、
中
田
氏
の
調
査
に
よ
る
と
平
安
時

代
中
期
頃
と
さ
れ
る
が
、
中
田
氏
の
調
査
対
象
は
主
に
訓
点
資
料
の
片
仮
名

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
ず
は
文
習
資
料
で
は
い
つ
頃
か
ら
く
の
字
点
が

(
9
)
 

使
用
さ
れ
始
め
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
な
お
、
本
節
で
は

前
章
で
述
べ
た
く
の
字
点
の
確
例
の
み
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

調
壺
し
た
文
書
の
中
で
、
く
の
字
点
の
最
も
早
い
例
は
石

111寺
蔵
虚
空
蔵

菩
陸
念
誦
次
第
紙
背
消
息
（
康
保
〈
九
六
四
＼
九
六
八
〉
頃
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
全
四
通
の
仮
名
文
粛
で
あ
り
、
「
し
は
（
ば
）
／
＼
」
と
「
こ
と
(

(IO) 

に
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
見
え
る
。
仮
名
文
粛
に
お
い
て
も
、
平
安
時
代
中
期

頃
に
、
く
の
字
点
の
使
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

漢
字
に
対
し
て
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た
最
も
早
い
例
は
、
不
空
三
蔵
表

制
集
紙
背
消
息
．
淵
頂
阿
闇
梨
宜
旨
官
牒
紙
背
消
息
（
応
徳
〈
一
〇
八
四
＼

1
0
八
六
〉
頃
か
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
空
」
紙
背
消
息
・
「
泄
頂
」
紙

背
消
息
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
で
は
別
々
の
本
の
紙
背
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
元
は
―
つ
の
継
ま
り
を
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
賓

料
で
あ
る
。
全
四
九
通
の
仮
名
文
畠
に
お
い
て
、
漢
字
一
字
に
後
接
す
る
＜

の
字
点
を
六
例
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
文
書
に
お
け
る
漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点

に
お
い
て
も
く
の
字
点
の
確
例
と
し
て
認
定
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な

方
針
で
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
示
す
。

t
'
:—
然
·

/

，

4-
＇．ふん
R.・

（
「
不
空
」
紙
背
泊
息
・
仮
名
消
息
（
『
平
安
仮
名
翡
状
集
円

33
図））

「
返
（
」
が
五
例
、
「
又
（
」
が
一
例
使
川
さ
れ
て
お
り
、
六
例
全
て

の
起
第
位
骰
が
漢
字
の
終
頷
部
分
よ
り
も
高
い
位
附
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。

(11) 

次
に
古
い
例
と
し
て
は
、
「
語
仏
」
紙
背
消
息
（
認
治
〈
一
〇
八
七

1
-

0
九
四
〉
頃
）
の
仮
名
文
湛
一

0
通
に
お
い
て
「
返
（
」
を
二
例
、
文
泉

抄
紙
背
梢
息
（
承
安
五
年
〈
一
―
七
五
〉
頃
）
の
仮
名
文
苫
四
通
に

「
猶
（
」
を
一
例
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
卜
が
平
安
時
代
の
文
粛
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
の

(12) 

全
例
で
あ
る
。
「
返
（
」
が
七
例
、
「
又
（
」
か
一
例
、
「
猶
（
」
が

一
例
、
総
計
九
例
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
淡
文
文
贔
に
は
く

の
字
点
の
確
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

図
10
「
又
／
＼
」

（
「
樅
頂
」
紙
背
消
息
・
仮
名
消
息
(
[
平
安
仮
名
占
状
狛
』
：

9
図））

図
9
「
返
（
」
竺

1
S
4
)、.，

。

1i¥

3
心u/ 

、

9
ー
L
↑

)
 （
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こ
の
よ
う
に
「
漢
字
＋
（
」
が
使
用
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
考

察
を
行
う
。
な
お
、
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
三
ー
ニ
ー
一
で
述
べ
た
よ
う
に

「
々
」
と
区
別
が
可
能
な
平
安
時
代
中
期
以
前
を
対
象
と
す
る
。
平
安
時
代

中
期
以
前
に
お
い
て
、
仮
名
文
魯
で
は
「
A

」
や
「
（
」
が
使
用
さ
れ
る

一
方
で
、
漢
字
に
使
用
さ
れ
る
踊
り
字
の
「
々
」
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、

漢
文
文
鳴
に
お
い
て
は
「
々
」
が
使
用
さ
れ
る
も
の
の
、
く
の
字
点
を
確
認

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に
お
い

て
、
踊
り
字
は
繰
り
返
す
文
字
の
字
種
で
は
な
く
、
仮
名
文
書
か
横
文
文
北
ロ

か
と
い
う
文
体
差
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
文
薗
に
お
い
て
和
語
の
盛
語
が
漢
字
表
記
さ
れ

た
際
に
、
前
接
す
る
文
字
種
が
漢
字
に
変
わ
っ
て
も
、
な
お
く
の
字
点
が
使

用
さ
れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
文
書
に
よ
っ
て
踊
り
字
が
選
択
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
「
渓
字

+
(
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
れ
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
文
瞥
の
調
査
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
に
は
漢
字

に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
た
だ
し
、
そ
の
用
例
は

「
返
」
「
又
」
「
猶
」
と
少
数
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

仮
名
文
歯
に
見
ら
れ
る
和
語
の
盛
語
が
漢
字
表
記
さ
れ
、
な
お
か
つ
く
の
字

点
か
使
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
で
「
漢
字
＋
（
」
が
成
立
し
た
と
推
測
し
た
。

こ
の
「
漢
字
＋
／
＼
」
が
成
立
す
る
背
景
と
し
て
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に

お
い
て
は
漢
文
文
曲
と
仮
名
文
書
で
使
用
さ
れ
る
踊
り
字
が
異
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

四
ー
ニ
、
「
宝
簡
集
」
の
場
合

以
下
「
宝
飾
狼
」
に
お
け
る
憧
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
実
態
を
具
体

的
に
見
て
い
く
。

「
宝
飾
狛
」
に
収
め
ら
れ
た
三
五

0
二
通
の
内
、
漢
字
一
字
に
接
続
す
る

踊
り
字
（
く
の
字
点
及
び
「
々
」
）
が
使
用
さ
れ
た
例
は
三
二

0
七
例
（
一

ニ
八
九
辿
）
で
あ
り
、
そ
の
中
で
く
の
字
点
が
使
川
さ
れ
て
い
た
の
は
三
二

六
例
（
ニ
―
九
通
）
で
あ
る
。
「
宝
簡
集
」
に
お
い
て
、
漢
字
に
対
し
て
く

の
字
点
が
使
用
さ
れ
る
用
例
数
は
「
々
」
（
二
八
八
一
例
）
に
比
べ
て
少
な

く
、
漢
字
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
踊
り
字
と
し
て
は
「
々
」
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

「
宝
飾
集
」
に
収
め
ら
れ
た
最
も
古
い
文
苫
は
、
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）

の
具
然
三
十
帖
第
子
領
収
状
写
で
あ
る
。
こ
の
文
北
口
以
後
、
正
肝
四
年
（
九

九
三
）
ま
で
の
間
の
文
れ
戸
を
欠
く
が
、
そ
れ
以
陥
の
期
間
の
文
密
は
収
載
さ

れ
て
い
る
。

「
宝
節
集
」
に
お
い
て
、
漢
字
一
字
に
対
し
て
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た(13) 

最
も
古
い
例
は
久
対
三
年
（
一
一
五
六
）
の
も
の
と
さ
れ
る
文
苫
で
あ
る

（
以
下
、
引
用
部
に
お
け
る
傍
線
は
柏
者
に
よ
る
）
。

．
俯
凝
兼
奉
沓
（
又
統
宝
節
墾
翌

．．．．．． 
件
僧
名
、
宮
御
熊
野
詣
以
前
、
可
令
経
御
買
給
候
也
、

H
以
前
、
必
／
＼
可
令
進
給
候
之
状
如
件

然
者
十
九

こ
の
文
粛
は
横
文
文
占
で
あ
り
、
く
の
字
点
は
「
必
」
か
ら
連
綿
し
た
例
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で
あ
る
。
三
ー
ニ
ー
ニ
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
上
の
文
字
か
ら
述
綿
し
、

V

の
字
の
よ
う
な
形
状
を
し
た
踊
り
字
は
、
「
々
」
か
く
の
字
点
で
あ
る
か
は

判
断
し
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
例
を
く
の
字
点
の
例
と
見
倣
し
て
も
、

『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
の
初
出
例
（
応
徳
〈
一
〇
八
四
¥
1
0
八

六
〉
頃
）
を
遡
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
「
宝
簡
集
」
の
淡
文
文
書
に
お
い
て
、
く
の
字
点
の
確
例
か
以
下
の

よ
う
に
見
ら
れ
る
。

・
中
原
親
能
翡
状
（
宝
簡
集
331)

因
幡
前
司
御
小
曰
状
進
之
、
委
令
申
候
了
、
御
山
事
、
更
／
＼
不
可
忽
諸

候
、
尚
々
以
使
人
可
令
申
其
旨
候
也
、
•
…
•
•

こ
れ
は
文
治
二
年
（
―
-
八
六
）
の
漢
文
文
魯
で
あ
り
、
起
箪
位
骰
が
繰

り
返
す
文
字
の
終
第
部
分
よ
り
も
高
い
位
骰
に
あ
る
く
の
字
点
で
あ
る
。

『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、

流
文
文
沓
に
使
用
さ
れ
た
く
の
字
点
の
確
例
を
「
宝
簡
集
」
に
お
い
て
は
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
、
「
宝
節
机
」
に
お
い
て
は
漢
文
文
魯

と
仮
名
文
曹
の
違
い
に
よ
る
踊
り
字
の
差
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
で
は
、
こ
の
時
期
以
降
に
お
い
て
、
く
の
字
点
は
ど
の
よ
う
な
巡
用
の

基
準
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
運
用
の
基
準
を
く
の
字
点
が
後
接
す
る

漢
字
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
く
。

く
の
字
点
が
後
接
す
る
漢
字
の
種
類
を

1
世
紀
侮
に
分
け
て
示
す
と
【
表

1
】
の
通
り
で
あ
る
。
前
批
紀
に
用
例
が
確
認
さ
れ
ず
、
初
め
て
現
れ
た
漢

字
は
表
の
下
方
に
綿
め
、
左
に
傍
点
を
付
し
た
。
漢
字
の
右
に
付
し
た
数
は

用
例
数
を
示
す
。
な
お
、
【
表
l
】
に
は
内
容
や
差
出
人
等
の
梢
報
か
ら
糊

か
れ
た
時
期
を
具
体
的
に
特
定
で
き
る
無
年
号
文
書
や
案
文
の
例
を
含
め
て

い
る
。
た
だ
し
、
無
年
号
文
は
と
案
文
の
全
て
が
書
か
れ
た
時
期
を
特
定
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
後
述
す
る
【
表
3
】
以
降
の
表
と
一
部
対

応
し
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

【表
l
】
1
枇
紀
侮
に
見
た
く
の
字
点
が
接
紬
す
る
漢
字
の
種
類

【表1】を見ると、時代が下るにつれて、くの字点が接続する

洪字の種類が徐々に増えていることが指摘できる。四ー＇一では、

和語に使用された例しか確認出来なかったが、12肌紀において漢

語に使用されている例を確認することが出来る。また「云」や

「返」「度」などはどの枇紀にも用例が見られ、くの字点か使用さ

れやすかったことが分かる。なお、13枇紀の欄に「遅」の例を確

認することが出来るが、「遅」のm宜咽叩は「チチ」であり、この場

紀l!t1I 6 15 14 13 12 

鷹 凰 Ht 礼.Jll --, -
17 

叩ふ1 
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文
字

云

川
例
数
五
1
~
1
*
~

＊
「
恐
名
＂
咋
＂
」
の
川
例
数

(269
例
）
も
含
め
て
い
る
。

「
云
」
「
条
」
「
恐
」
の
三
つ
の
用
例
数
が
他
の
漢
字
に
比
べ
て
多
い
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
こ
の
三
つ
の
漢
字
に
よ
る
表
現
「
云
々
」
「
条
々
」

「
恐
々
（
謹
百
）
」
が
文
書
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
【
表
2
】
の

10
字
に
限
る
こ
と
で
は
な
い

が
、
語
放
の
出
現
に
は
時
期
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、

「
云
々
」
「
条
々
」
「
恐
々
（
誼
言
）
」
は
各
時
期
に
用
例
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「
宝
簡
集
」
に
お
い
て
文
酋
数
が
多
い
鎌
倉
時
代

(12
世
紀
と

13
世
紀
）
の

用
例
が
他
の
時
期
に
比
べ
て
多
い
。
一
方
「
早
々
」
や
【
表
2
】
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
が
「
猶
々
」
な
ど
の
表
現
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代

(
1
6
.
1
7
椛
紀
）
に
か
け
て
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た
用
例
に
限
っ
て
、
用
例
数
の
多
い
漢
字
上
位
10

条

ぃ`
7,1
 
1
t
 

9-

種

68 

64 

62 

面
一
年
一
返

【
表
2
】
「
宝
愉
集
」
で
踊
り
字
が
接
続
す
る
漢
字
の
上
位
10
字

合
の
繰
り
返
す
文
字
は
「
チ
」
一
字
に
相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仮
名

一
字
に
相
当
す
る
漢
字
に
も
く
の
字
点
は
後
接
し
得
る
、
と
い
う
こ
と
が
指

(
H
)
 

摘
で
き
る
。

次
に
、
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た
表
現
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

「
々
」
と
の
比
較
を
行
う
。
先
ず
は
踊
り
字
（
く
の
字
点
と
「
々
」
）
が
接
続

す
る
漢
字
一
字
を
集
計
し
、
そ
の
上
位
10
字
を
示
す
と
【
表
2
】
の
通
り
で

あ
る
。

字
を
見
る
と
、
以
下
の
【
表
3
】
の
通
り
で
あ
る
。

全
体
の
用
例
数
と
同
様
に
「
云
」
の
用
例
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
「
猶
」
の
用
例
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
上
述
し
た
よ
う
に

16

批
紀
か
ら

17
冊
紀
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
く
の
字
点
の
例
も
こ
の

時
期
に
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
【
表
3
】
を
見
る
と
、
く
の
字
点
が
後
接
す
る
漢
字
に
は
あ
る
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
。
【
表
3
】
で
は
「
猶
（
尚
）
」
や
「
返
」
「
度
」
「
人
」
の

用
例
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
を
繰
り
返
し
た
語
旗
は

そ
れ
ぞ
れ
「
猶
々
」
「
返
々
」
「
度
々
」
「
人
々
」
で
あ
り
、
和
語
で
あ
る
こ

{15) 

と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
語
種
と
い
う
観
点
か
ら
く
の
字
点
が
後
接
す
る
漢

(16) 

字
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
【
表
4
】
の
通
り
で
あ
る
。

【表
4
】
く
の
字
点
が
接
続
す
る
語
放
の
語
種

【表4】から、くの字点が使用された三二六例を見ると、和語

闊 齊 悶
霜
39 129 158 
例 例 例

早ヽm ー上翌ヽ• 1 努、、1 猶、" 

災6 条＂ 折、IJ如、

紐； 巡'夫、，尚、" 

内ヽ' 
J、"-凡ヽ、：） 且、＇度、 I', 

年ヽ1 少ヽ3 白ヽ＇ 人ヽ13 

代l 腐 3-二-゚1 更ヽII 

E¥ I 姜 能8

・11"'!-' 
飛： J, ;~\ , 

遁 消I 悩6

各I ,~, 
又

1½' 廣 必ヽヽ1

減
公唸， 

中ヽ3 

茨 我3

用
例
数

91 I云

34 

24 

20 

13 

11 

11 

【表
3
】
「
宝
俯
集
」
で
く
の
字
点
が
接
続
す
る
漢
字
の
上
位
10
字

>

，
 

文
字

狛

返

Fl 
-t・・ 

人

更

条

連
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【表
5
】
は
、
【
表
4
】
か
ら
「
々
」
で
あ
る
か
く
の
字
点
で
あ
る
か
判
断

が
出
来
な
い
例
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て

し
ま
う
が
、
く
の
字
点
の
確
例
の
み
を
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
く
の
字

点
が
使
用
さ
れ
た
割
合
は
、
和
語
三
九
例
（
約
8
3
%
）
、
漢
語
四
例
（
約
9

％
）
で
あ
り
、
異
な
り
語
数
で
も
和
語
―
一
例
（
約

6
1
%
）
、
漢
語
四
例

（約

2
2
%
）
と
、
和
語
の
割
合
が
高
い
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
く
の
字
点
は

和
語
の
像
語
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

た
だ
し
、
く
の
字
点
と
和
語
と
の
結
び
付
き
と
い
う
の
は
、
和
語
で
あ
れ

ば
く
の
字
点
が
梢
極
的
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に

判
断
不
可

漢
語

ー
・
L
I

刹＂封

m

9

-

l

l

 

4
例
一
先
、
年
、
代
。

9

9

9

9

 

一
度
、
少
、
条
、
斤
゜

ー§
 f
 

4
 

-
l
 

39
例

調
査
し
た
く
の
字
点
を
確

一
五
八
例
（
約

4
8
%
）
、
漢
語
―
二
九
例
（
約
4
0
%
）
で
あ
り
、
和
語
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
異
な
り
語
数
で
見
る
と
和
語
一

九
例
（
約
4
3
%
）
、
漢
語
―
二
例
（
約
2
7
%
）
と
な
り
、
延
べ
語
数
で
見
た

場
合
と
同
様
に
和
語
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
文

習
に
お
い
て
、
漢
字
に
後
接
し
た
く
の
字
点
は
漢
語
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

和
語
と
の
結
び
付
き
が
看
取
さ
れ
る
。

ま
た
、
く
の
字
点
と
和
語
と
の
結
び
付
き
は
、

例
に
限
る
と
、
よ
り
明
瞭
と
な
る
。

【表
5
】
く
の
字
点
（
確
例
の
み
）
が
接
続
す
る
語
他
の
語
種

3

3

2

2

2

1

1

1

9

 

ゥ
～
｀
＇
•

ー
、
更
、
我
、
折
、
返
、
努
、
主
。

度
、
人
、
構
、
又
、
"

「
猶
々
」
や
「
尚
々
」
は
、
「
宝
簡
集
」
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
五
六
例
、
三
七
例

確
認
さ
れ
て
お
り
、
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
約
6
1
%

（
三
四
例
〈
【
表
4
】
の
数
値
。
以
下
、
同
じ
〉
）
、
約
5
1
%
（
一
九
例
）
で
あ

り
、
そ
の
割
合
は
裔
い
。
そ
の
一
方
で
「
返
々
」
や
「
度
々
」
「
人
々
」
な

ど
は
、
「
宝
簡
集
」
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
六
二
例
‘
―
ニ
ニ
例
、
五
七
例
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
た
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
約
3
9
%
（ニ

四
例
）
、
約
1
2
%
（
一
五
例
）
、
約
2
3
%
（
一
三
例
）
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は

低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
宝
簡
集
」
に
お
い
て
漢
字
に
使
川
さ
れ
る
踊
り

字
は
「
々
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
繰
り
返
す
表
現
が
和
語
で
あ
れ
ば
、
く
の

字
点
が
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
存
し
た
、
と
い
う
程
度
の
位
置
付
け
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
文
粛
に
お
い
て
漢
字
に
使
用
さ
れ
る
く
の
字
点
の
特
徴
を
考
察
し
、

く
の
字
点
と
和
語
と
の
関
述
を
指
摘
し
た
。
こ
の
く
の
字
点
と
和
語
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
の
推
測
を
述
べ
る
。

く
の
字
点
と
和
語
と
の
関
連
は
、
く
の
字
点
が
平
仮
名
文
か
ら
生
じ
て
い

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
は
漢
文
訓

読
の
要
索
が
薄
く
、
日
常
的
な
言
語
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
言
語
的
特
徴
を
持
つ
平
仮
名
文
か
ら
生
じ
た
く
の
字
点
は
自
ず
と
和

語
と
結
び
付
き
や
す
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
、
仮
名
文
儘
に
は
和

語
の
盛
語
で
あ
る
「
い
と
い
と
」
や
「
か
へ
す
が
へ
す
」
と
い
っ
た
例
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
平
仮
名
文
で
は
漢
語
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
ず
、
漢
語
の
JTI

宜
語
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
仮
名
文
学
作
品

u17) 

に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
和
語
の
性
語
に
対
し
て
く
の
字
点

50 



が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
和
語
の
rn
宜
語
の
漢
字
表
記
、
漢
語
の
盛
語
へ
と
及

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
く
の
字
点
が
発
生
し
た
平
仮
名
文
い
う

文
体
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
語
姑
が
和
語
で
あ
っ
た
た
め
、
く
の
字
点
は
利

語
が
漢
字
表
記
さ
れ
た
例
に
対
し
て
使
用
さ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
と
拙

測
さ
れ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
文
薔
を
調
査
対
象
と
し
て
漢
字
一
字
に
対
し
て
使
用

さ
れ
た
く
の
字
点
の
実
態
を
見
て
き
た
。
こ
の
用
例
は
平
安
時
代
中
期
末
か

ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
仮
名
文
粛
で
使
用
さ
れ
て
い
た
盛
語
の
仮
名
表
記
部

分
が
漢
字
表
記
さ
れ
た
こ
と
で
成
立
し
た
と
推
測
し
た
。
こ
れ
は
平
安
時
代

中
期
以
前
に
お
い
て
、
仮
名
文
粛
と
漢
文
文
沓
と
い
う
違
い
で
使
用
さ
れ
る

踊
り
字
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
れ
は
従
来
見
落
と
さ
れ
て
き
た
同
時
代
に
お
け
る
踊
り
字
の
使
用
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
に
後
接
す

る
く
の
字
点
は
和
語
に
使
用
さ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
く
の
字
点
が
平
仮
名
文
か
ら
生
じ
た
踊
り
字
で
あ

る
た
め
、
平
仮
名
文
に
使
用
さ
れ
る
和
語
と
結
び
付
き
や
す
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
察
し
た
。

し
か
し
、
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
初
め
た
当
初
に
お
い
て
、
和
語
と
の
結

び
付
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
時
代
が
下
っ
て
も
、
な
お
和
語
と

の
結
び
付
き
が
保
た
れ
続
け
た
こ
と
に
関
し
て
は
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。

文
字
習
得
の
場
で
使
用
さ
れ
た
往
来
物
な
ど
に
お
い
て
、
く
の
字
点
が
ど
の

五
、
お
わ
り
に

よ
う
に
使
用
さ
れ
た
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
取
り
扱

わ
な
か
っ
た
瑚
写
登
料
に
お
け
る
く
の
字
点
の
あ
り
方
が
、
実
際
に
文
書
等

の
日
常
的
な
場
で
く
の
字
点
を
使
用
す
る
際
に
影
評
を
与
え
た
の
か
ど
う
か

と
い
う
視
点
も
含
め
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
書
記
と

い
う
行
為
に
ま
つ
わ
る
文
化
的
な
背
景
を
も
含
め
て
、
今
後
調
在
を
継
続
す

る。注(
l
)

漢
字
の
踊
り
字
に
は
様
々
な
形
状
(
「
II
」
や
「
た
」
「
く
」
な
ど
）
が
存

存
し
、
区
別
を
淡
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
々
」
を
用

い
る
。

(
2
)

複
数
の
文
字
を
繰
り
返
す
際
に
、
漢
字
で
は
中
国
で
使
川
さ
れ
て
い
た
方

法
を
踏
襲
し
、
繰
り
返
す
文
字
一
字
侮
に
踊
り
字
を
戟
く
（
例
、
不
々
可
々

滋
々
）
か
、
複
数
の
文
字
を
掛
い
た
後
に
繰
り
返
す
文
字
故
分
の
踊
り
字
を

北
口
い
た
（
例
、
不
可
説
々
々
々
）
。

(
3
)

影
印
は
日
本
名
跡
叢
刊
2
6
巻
「
鎌
倉
親
翌
梢
息
』
（
二
玄
礼
、
一
九
七

九
年
）
に
よ
る
。

(
4
)
吉
澤
義
則
「
圃
語
園
文
の
研
究
』
（
岩
波
内
店
、
一
九
二
七
年
）
、
橋
本
進

吉
『
文
字
及
び
恨
名
造
の
研
究
』
（
岩
波
内
店
、
一
九
四
九
年
）
、
辿
藤
嘉
基

「
訓
点
賢
料
と
訓
点
語
の
研
究
』
（
中
央
図
肉
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
。

(
5
)
中
田
祝
夫
「
仮
名
牲
用
符
号
の
沿
革
」
（
『
古
関
本
の
屈
語
楳
的
研
究
」

合
叩
談
社
、
一
九
五
四
年
〉
）
。

(
6
)

小
林
芳
規
「
踊
字
の
沿
ホ
統
紹
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
2
7ー

1、

一
九
六
七
・
―
二
）
。

(
7
)

例
え
ば
、
定
家
自
箪
本
の
表
記
を
扱
っ
た
村
田
正
英
「
定
家
自
維
平
仮
名

文
に
お
け
る
漢
字
・
仮
名
岡
形
字
に
つ
い
て
」
（
『
小
林
芳
規
栂
士
退
官
記
念
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国
語
学
論
梨
』
〈
汲
古
魯
院
、
一
九
九
二
年
〉
）
に
お
い
て
、
漢
字
に
後
接
す

る
く
の
字
点
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
槻
・
近
代
の
賢
料

に
お
け
る
踊
り
字
を
通
貌
し
た
研
究
と
し
て
天
沼
寧
「
く
り
か
え
し
符
号
」

（
『
大
要
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』

16
、
一
九
八
四
・
三
）
が
あ
り
、
そ
の
中

で
く
の
字
点
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
用
例
の
分
類
に
留

ま
り
、
考
察
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

(
8
)

調
究
及
び
掲
載
影
印
は

C
Dー

R
O
M
版
『
宝
簡
集
」
（
小
林
写
真
工
業
、

二
0
0
四
年
）
を
使
用
し
た
。

(
9
)

以
下
、
四
ー
一
の
調
査
対
象
は
『
平
安
時
代
仮
名
魯
状
の
研
究
』
に
収
録

さ
れ
た
文
性
で
あ
る
。

(10)

石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
消
息
に
、
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
注
5
の
中
田
氏
論
文
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(11)

久
曾
神
昇
氏
は
「
不
空
」
紙
背
消
息
・
「
潅
頂
」
紙
背
消
息
と
「
諸
仏
」

紙
背
梢
息
を
同
一
の
資
料
群
と
見
倣
し
て
い
る
が
、
矢
田
勉
氏
が
「
平
安
・

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
変
遷
」
(
[
国
語
文
字
史
の
研
究
』

4
、

和
泉
内
院
、
一
九
九
八
年
、
「
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
〈
汲
古
杏
院
、

二
0
―
二
年
〉
に
再
録
）
に
お
い
て
、
前
二
者
と
「
諸
仏
」
紙
背
消
息
を
別

の
資
料
と
み
な
す
根
拠
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
も
矢
田
氏
の
見
解
に
従
い
、

両
者
を
別
の
質
料
と
し
て
扱
う
。

(12)

『
平
安
時
代
仮
名
古
状
の
研
究
』
で
は
、
複
数
漢
字
に
後
接
す
る
く
の
字

点
の
確
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

(13)

文
魯
が
粛
か
れ
た
推
定
年
代
で
言
え
ば
、
漢
字
一
字
に
対
し
て
く
の
字
点

が
使
用
さ
れ
た
最
も
古
い
例
は
大
治
四
年
(
-
―
二
九
）
と
さ
れ
る
文
沓

（
又
続
宝
簡
梨
薔
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
湘
は
写
し
で
あ
り
、
そ
の

池
口
写
が
承
安
四
年
（
―
-
七
四
）
以
降
で
あ
る
と
椎
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
稿
で
は
又
続
宝
簡
集
l
9
7
4

の
文
曹
を
最
も
古
い
も
の
と
判
断
し
た
。

(14)

く
の
字
点
は
本
来
仮
名
に
使
用
さ
れ
る
踊
り
字
で
あ
る
た
め
、
仮
名
一
字

に
後
接
す
る
く
の
字
点
の
例
と
の
関
連
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
段
階

で
は
調
壺
が
不
十
分
で
あ
る
。
『
梢
息
洞
』
に
「
迎
々
チ
（
」
「
多
々

タ
／
＼
」
と
い
っ
た
例
や
黒
川
本
『
色
菜
字
類
抄
』
に
「
代
々
ョ
（
」

「
枇
々
ョ
（
」
な
ど
の
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(15)

た
だ
し
、
古
文
咎
に
使
用
さ
れ
た
語
の
読
み
が
確
実
に
決
定
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
全
て
の
語
旗
が
語
種
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
く
の
字
点
が
使
用
さ
れ
や
す
い
表
現
の
仰
向
を
見
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
便
宜
的
な
分
類
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

(16)

【表

4
】
の
分
類
に
際
し
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、
小
学
館
、

二
0
0
0
年
1

―1
0
0
二
年
）
を
使
用
し
た
。
『
色
業
字
類
抄
』
な
ど
の
古

辞
粛
を
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
便
宜
的
に
「
日
本
国
語
大
辞

典
」
の
見
出
し
語
を
分
類
の
基
部
に
用
い
た
。
分
類
対
象
と
な
っ
た
語
曲
の

中
に
は
、
訓
読
み
と
背
読
み
の
両
方
の
読
み
を
持
つ
m
宜
語
が
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
の
例
は
和
語
で
あ
る
か
漢
語
で
あ
る
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
た
め
、

「
判
断
不
可
」
の
例
と
し
た
。
た
だ
し
、
「
度
々
」
に
つ
い
て
は
遠
藤
好
英

「
記
録
・
文
性
の
語
枇
」
（
『
中
世
の
語
枇
j

〈
明
治
苦
院
、
一
九
八
一
年
〉
）

を
参
照
し
、
「
度
々
」
が
用
言
を
修
飾
す
る
な
ら
「
た
び
た
び
」
、
名
詞
を
修

飾
す
る
な
ら
「
ド
ド
」
の
例
と
判
断
し
た
。

(17)

宮
島
達
夫
紺
『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
批
表
』
（
笠
間
占
院
、
二

0
一
四

年
）
な
ど
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
に
お
い
て
漢
語
が
あ
ま

り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
数
賊
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(18)

後
代
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
が
、
富
士
谷
御
杖
「
北
辺
随
頷
』
（
文
政
二

年
〈
一
八
一
九
〉
版
）
に
渡
字
に
後
接
す
る
く
の
字
点
に
関
す
る
言
及
が
見

ら
れ
る
。
当
該
賓
料
に
お
い
て
踊
り
字
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
既

に
注
5
の
中
田
氏
論
文
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
中

で
も
以
下
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。
（
翻
刻
に
際
し
、
仮
名
を
一
部
漢
字
に

改
め
た
。
も
と
の
仮
名
は
括
弧
付
き
の
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
）

0
重
点
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亡
父
成
章
、
又
云
、
重
点
は
、
仮
名
に
は
、
へ
き
ぬ
（
へ
あ
ふ
な
／
＼
、

如
此
遠
く
べ
し
、
古
、
へ
き
、
ぬ
：
と
害
け
る
を
、
草
湘
し
て
、
へ
き

ぬ
／
＼
と
粛
け
る
か
、
後
に
、
か
く
な
れ
る
也
、
（
中
略
）
へ
捕
く
山
く

な
と
、
貞
名
に
粛
、
む
に
は
、
へ
油
（
山
（
な
と
は
11
り
く
ま
じ
き
也
、

（

だ

り

｛

つ

｝

云

”

)

又
行
詰
ま
り
て
、
下
に
へ
浦
と
占
き
、
上
へ
あ
け
て
、
へ
々
な
ど
粛
＜

〔
つj
{
•

も

べ
か
ら
す
、
も
し
し
か
下
に
詰
ま
り
た
ら
ん
時
は
、
上
に
も
へ
浦
と
古
く

g“)

で
あ
や
ま
｝

べ
し
と
ぞ
、
傭
苦
家
な
ど
の
瑚
け
る
も
の
に
は
、
此
誤
り
多
き
事
な
り

『
北
辺
随
節
』
は
富
士
谷
御
杖
が
国
学
の
研
究
の
途
上
で
発
見
し
た
題
材
に

つ
い
て
考
証
・
演
述
し
た
学
問
的
な
随
節
で
あ
る
。
『
北
辺
随
箪
』
は
主
に

御
杖
自
身
の
考
証
録
で
あ
る
が
、
巻
之
三
に
は
父
成
衆
の
重
要
な
学
説
を
引

用
す
る
箇
所
が
あ
り
、
先
掲
箇
所
も
成
章
の
考
え
を
引
用
し
た
箇
所
に
当
た

る
。
傍
線
部
か
ら
富
士
谷
御
杖
及
び
そ
の
父
成
章
は
、
簸
字
一
字
に
対
し
て

使
用
す
る
踊
り
字
と
し
て
く
の
字
点
は
適
切
で
は
な
く
「
く
」
が
適
切
だ
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
踊
り
字
の
適
否
に
関
す
る
言
及

が
、
近
冊
後
期
に
お
い
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
更
な
る

検
討
を
要
す
る
が
、
近
枇
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
慈
識
が
存
し
た
と
い
う

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
「
北
辺
随
箪
』
は
立
命
館
大
学

A
R
C
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
資
料
番
号
:
a
r
c
B
K
O
l
-
0
0
2
3
)
 

を
確
認
し
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
箕
重
資
料
の
利
用
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
翡
野
山

金
剛
峯
寺
及
び
高
野
山
霊
宝
館
に
深
湖
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
第
一
二
四
三
回
近
代
語
研
究
会
春
季
大
会
（
於
益
因
西
大
学
）
に
お
け

る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
ご
指
淋
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ひ
さ
だ
・
ゆ
ぎ
お

本
学
大
学
院
拇
士
後
期
課
程
）
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